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協働的な学び 

校長    池田 千穂  

今年も校門の梅が冬の終わりを告げてくれています。少しず

つは春に近づいているのでしょうか。そんな中、今年度も残り１

か月となりました。６年生は新しい体育館で卒業式をとり行うこ

とができそうで楽しみです。 

卒業式が近づくといつも東日本大震災を思い出します。当

時、６年生の担任だったので、殊の外心に刻まれています。横

浜市の学校では、３月１１日に毎年全校で黙祷を捧げていま

す。東日本大震災より前、１９９５年１月１７日５時４６分。「阪

神・淡路大震災」が発生しました。あれから３０年がたち、今年

はメディアでも度々取り上げられています。 

あの時からか、災害が起こると「災害ボランティア」の活動が報じられるようになりました。阪神・淡路大

震災では地震発生から１年間で延べ１３７万人のボランティアが活動しました。災害ボランティアセンターが

出している「災害ボランティア３原則」は「被災者中心」「地元主体」「協働」と書いてあります。ここに「協

働」という言葉が使われていました。 

私たちも指導要領が改訂されてから「協働」という言葉をよく使うようになりました。『「協働的な学び」は

学習指導要領「生きる力」を実現するために「個別最適な学び」と一体的な充実を図るように』と記されて

います。 

『共同』同じ目的のために一緒に事を行うこと。『協同』力を合わせて物事を行うこと。  

『協働』同じ目的のために、異なる立場の者が協力してともに働くこと。  

日本語って難しいです。「きょうどう」とはいっても微妙に違う。じっと見比べてみました。 

子ども達に育てたいのは、「一緒にやる」ってだけではなく、「力を合わせて

やる」ってだけではなく、「みんな、いろいろ違うけど、みんな対等で、一つの目

的や目標に向かって、それぞれの個性や自分を活かして取り組む」そんな力

ではないかと思います。 

本校では、様々な場面で『協働』を行ってきました。他学年、他校種また地

域の皆様のお力を借りて多様な他者との協働を授業に取り入れてきました。

協働的な学びは楽しく、子ども達も好きな子が多いですが、反面苦手という

子もいます。次年度より、個々の「最適」に合わせて、多様な他者と共に課題

解決に挑む授業展開を模索し、さらに授業改善を進めてまいります。まずは

多様な他者を認め、尊重する心が大切です。そして個々の良さ、可能性、異

なる考えがよりよい学びを生み出していく授業をつくっていきます。それは本

校の教育目標にも通じるところだと考えます。 

保護者・地域の皆様には、一年間、本校の教育活動を支えていただきまし

て心より感謝申し上げます。これからも若っ子達、また巣立つ６年生を見守っ

てください。よろしくお願いいたします。 

   

  

 

若葉台小学校学校教育目標  

『自他共に大切にする心を育みます』 『意欲的な学びの芽を育みます』 


